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■問合せ先　生涯学習課　☎ 055（261）3339　（執筆　境川地区担当　望月）

　4月5日、境川町総合会館で「桜と文化のしらべ」が開催されました。毎年桜の咲くこの時期
に、境川町文化協会主催により、専門部、境川児童館、境川町各種自主団体による舞台発表が
行われ、日ごろの練習の成果を発表する良い機会となっています。邦楽部によります優雅な琴
の演奏に始まり、上寺尾地区大正琴（大正琴とは数字の書いてあるボタンを片手で押すと音程
が変わり専用のピックで糸をはじいて音を出す楽器）の演奏、寺尾地区シルバーコーラスの歌
声やコカリナサークル「カナリヤ」によります演奏、そして毎年お客さんが楽しみにしている
コカリナと児童館の子どもたちのコラボレー
ション。今年は、「富士の山」を披露していた
だきました。境川児童館の子どもたちによる春
の抒情歌メドレー、最後には会場全員で一緒に
歌い盛り上がりました。
　この日は天気も良く、3階の会場の窓からは、
境川の山々の景色や満開の桜が見え「桜と文化
のしらべ」にふさわしい心和むひとときとなり
ました。

「境川町桜と文化のしらべ」

じょじょうか

釈迦堂遺跡博物館だより
　
市
内
在
住

者
を
中
心
と

し
た
絵
画
団

体
の
「
東
土

会
」
に
よ
る

作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。

油
彩
・
水
彩
・

日
本
画
で
描

か
れ
た
四
季

折
々
の
風
景

や
静
物
、
動
物
な
ど
の
絵
画
を
展
示

し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

　
6
月
15
日（
水
）〜
7
月
4
日（
月
）

　
縄
文
時
代
の
人
々

は
、
石
を
加
工
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
道
具
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
黒

よ
う
石
は
ガ
ラ
ス
質
で
切
れ
味
も
良

く
、
矢
じ
り
や
槍
の
穂
先
、
ナ
イ
フ

な
ど
に
加
工
さ
れ
、
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
黒
よ
う
石
を
使
っ

た
石
器
作
り
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
6
月
26
日（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら

▼
材
料
費

　4
0
0
円

▼
定
員

　10
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
　
必
要

※
黒
よ
う
石
は
手
な
ど
を
切
り
や
す

い
の
で
、
長
袖
長
ズ
ボ
ン
、
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
破
片

が
飛
び
散
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
エ
プ
ロ
ン
の
着
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま

た
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人

と
同
伴
の
家
族
が
1
人
入
館
無
料
に

な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク

ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
1
0
0
0
円
、

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
）
も
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日

　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

▼
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

　
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

企
画
展

「
東
土
会  

絵
画
展
」

黒
よ
う
石
で

石
器
作
り
教
室

釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

県
立
博
物
館 

か
い
じ
あ
む
便
り

　「
文
化
財
の
残
ら

な
い
復
興
は
本
当
の

復
興
で
は
な
い
」
と
、

東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
陸
前
高

田
市
で
は
、
被
災
文

化
財
の
応
急
処
置
が

日
々
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
財
レ
ス

キ
ュ
ー
事
業
や
地
域
の
資
料
を
再
生
し
未

来
へ
伝
え
る
意
義
に
つ
い
て
、
よ
み
が
え

っ
た
資
料
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時

　6
月
4
日（
土
）〜
7
月
4
日（
月
）

▼
場
所

　企
画
展
示
室
　

▼
観
覧
料

　一
　
般
　
5
1
0
円

　
　
　
　
　
大
学
生
　
2
1
0
円

ふ
る
さ
と
の
宝
は
失
わ
れ
て
い
な
い

〜
陸
前
高
田
の
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
〜

▼
日
時
　
6
月
11
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所

　生
涯
学
習
室
、
企
画
展
示
室

▼
講
師

　熊
谷
賢
氏
（
陸
前
高
田
市
立
博

物
館
）

▼
参
加
費

　無
料

※
ス
ペ
シ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
は

常
設
展
観
覧
券
が
必
要

▼
申
し
込
み
　
不
要

み
ん
な
の
宝
も
の
を
修
理
し
よ
う

▼
日
時
　
6
月
11
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所

　体
験
学
習
室

▼
定
員

　50
人
　
　
▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み
　
不
要

※
1
人
に
つ
き
1
点
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
　
高
校
生
以
上

▼
日
時
　
6
月
12
日（
日
）

　
午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
場
所

　生
涯
学
習
室
、
体
験
学
習
室

▼
講
義

　被
災
博
物
館
資
料
の
救
出
と
安

定
化
処
理
（
午
前
）

▼
実
習
　
水
損
し
た
紙
資
料
お
よ
び
民
俗

資
料
の
応
急
処
置
（
午
後
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
し
込
み
　
必
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

http://www.m
useum

.pref.yam
anashi.jp/

よ
み
が
え
る
、

ふ
る
さ
と
の
宝
た
ち

〜
3
・
11
被
災
資
料
の
再
生
〜

講
演
会
お
よ
び
ス
ペ
シ
ャ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

か
い
じ
あ
む
子
ど
も
工
房

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ぬ
れ
た
資
料
を
救
え
！

〜
水
損
資
料
の
応
急
処
置
〜
」

文化財レスキューの様子

　
3
月
下
旬
、
石
和
の
さ
く
ら
温
泉
通

り
で
開
催
さ
れ
た
「
W
a
t
e
r 

S
i
d
e 

M
a
r
k
e
t
」
に
、「
さ

く
ら
ハ
ウ
ス
石
和
」
と
「
創
造
工
房 
く

わ
の
家
」
の
2
事
業
所
が
出
店
し
、
専

用
ブ
ー
ス
で
手
作
り
の
パ
ワ
ー
ス
ト
ー

ン
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
手
焼
き
の
せ
ん
べ

い
な
ど
の
授
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
2
時
間
あ
ま
り
の
出
店
時
間
で
し
た

が
、
参
加
し
た
事
業
所
の
利
用
者
さ
ん

た
ち
は
積
極
的
に
接
客
し
た
り
、
ほ
か

の
出
店
ブ
ー
ス
を
見
に
行
っ
て
買
い
物

を
し
た
り
と
「
と
て
も
楽
し
い
時
間
が

過
ご
せ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
平
日
の
出
店
で
し
た
が
桜
の
時
期

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
観
光
客
や
地
元

の
方
が
大
勢
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
授
産
品
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

通
う
施
設
な
ど
で
作
ら
れ
て
い
る
製
品

の
こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
バ
ザ
ー
な
ど

で
販
売
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
一
般
消
費
者
の
方
に
も
手
に
と
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
各
事
業
所
で
も
工
夫

を
し
な
が
ら
生
産
し
て
い
ま
す
。

※
現
在
市
内
に
あ
る
事
業
所
の
授
産
品

な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
4

障がい者基幹相談支援センターだより No.7

〜
W
a
t
e
r  

S
i
d
e

　M
a
r
k
e
t
へ
出
店
し
ま
し
た
〜
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